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青木 名品展コレクション

「歌川広重木像」 翁朝盛作 像高 ㎝
昭和 年（ ） 当館蔵

（参考図版）
三代歌川豊国「広重死絵」当館蔵

27.0
12 1937

個人 、 ー 嗜好 反映 。
ー 人生 物語 資料 。

那珂川町馬頭広重美術館 所蔵 青木 、塩谷郡熟田
村（現 市）出身 実業家青木藤作（ ～ ） 収集
作品群。 、今回 珍品 作品 紹介 。

宮城県仙台市出身 彫刻家、翁朝盛（ ～ ） 手 木像 。本作品 制作 昭和 （ ）
年 、歌川広重 八十回忌 記念 、藤作氏 自 収集 約 点 広重 肉筆画

、 点 選抜 掲載 、『愛蔵肉筆画図録』 画集 刊行 計画 年（ 図録 日中戦
争 勃発 折 緊迫 世情 刊行 ）。 、藤作氏 頃 、広
重 肉筆画 、現在当館 伝 規模 充実 。

、 木像 三代歌川豊国 「広重死絵」（参考図版） 写 。「広重死絵」
、広重 安政 年（ ） 亡 、彼 追悼 描 版画 、作者 三代歌川豊国 、

広重 同時代 活躍 浮世絵師 。 、描 広重像 、 彼 生前 面影 伝
資料 。見比 、翁朝盛 「広重死絵」 元 木像 制作 一

目瞭然 。
、「広重死絵」 青木

枚含
。翁朝盛 東北 中心 活動
彫刻家 。 木像

、藤作氏 注文
制作
。広重 魅力

藤作氏 、収集熱 高 物
語 作品 。
※「歌川広重木像」 月 日
（月） 開催 「青木
名品展」 出品 。
、馬頭広重美術館 新年 月
日（月）、 日（火） 開館

（ 日 休館）。
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（那珂川町馬頭広重美術館 学芸員 津田卓子）
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